
　（別紙４（２）） 事業所名　　たのしい家梅津

目標達成計画 作成日：　平成　26　　年　　9　月　18　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 49

一人一人の希望にそって外出を行ってはいる
が、特定の入居者の支援が多くなってきてい
る。

より多くの方が外出や希望に応じた支援が
できるようにする。

入居者様個別の支援が多く持てるよう一日の
流れを再度見直す。またセンター方式シートを
活用し、入居者の希望や要望を見つけ個別の
支援をしていく。

6　ヶ月

2 13

本部が実施している教育体制は整備されてい
るも、事業所間で各職員に対しての指導体制
が整っていない。

職員一人一人の力量を把握し、事業所内で
各個人の能力に沿ったトレーニング方法を
実践していく。

1年間を通して目標を設定し、目標達成に向け
てサポートしていく。介護未経験者、又は不安
を感じる職員に関しては本部が実施している技
術研修に参加してもらいスキルアップに繋げ、
現場では指導担当者を配置しサポートしてい
く。

12　ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


